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次
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
畑
倉
小
学
校
は
、
平
成

二
十
年
三
月
を
も
っ
て
少

子
化
の
た
め
廃
校
、
大
月

東
小
学
校
に
統
合
し
た
。

同
校
に
在
職
し
て
い
た
時

か
ら
構
想
し
、
手
を
つ
け

始
め
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
も
の
を
思
い
出
し
、

こ
こ
に
ま
と
め
て
み
た
も

の
で
あ
る
。
少
し
遠
回
り

を
し
た
り
、
あ
る
い
は
近

道
を
急
い
だ
り
し
た
箇
所

が
あ
る
が
、
荒
削
り
の
ま

ま
を
載
せ
て
み
た
も
の
で

あ
る
。

【
　
は
じ
め
に
　
】

　
本
校
は
、
昭
和
五
十
九

年
八
月
十
六
日
、
創
立
百

拾
周
年
の
記
念
式
典
を
挙

行
し
、
所
属
の
地
域
お
よ

び
卒
業
生
有
志
か
ら
の
多

額
な
浄
財
に
よ
り
、
校
舎

内
の
塗
装
、
放
送
設
備
の

一
新
、
児
童
会
歌
の
制
定
、

記
念
誌
の
発
行
等
幾
多
の

事
業
を
完
成
し
、
今
教
育

活
動
の
充
実
に
専
心
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
も
地
域
お
よ
び
卒

業
生
諸
兄
姉
の
深
い
理
解

と
母
校
を
思
う
厚
い
心
情

の
賜
（
た
ま
も
の
）
と
感

謝
す
る
所
で
あ
る
。

　
明
治
以
来
一
世
紀
を
経

過
し
、
時
代
は
更
に
大
き

く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
本
校
お
よ
び
こ
の
地

域
に
お
け
る
教
育
の
創
生

期
を
訪
ね
て
み
る
に
、
す

で
に
茫
漠
（
ぼ
う
ば
く
）

の
彼
方
に
遠
ざ
か
っ
て
確

か
な
足
取
り
を
つ
か
み
得

な
い
。
私
た
ち
の
先
祖
や

先
輩
が
こ
の
地
に
生
ま
れ
、

自
然
の
懐
（
ふ
と
こ
ろ
）

に
い
だ
か
れ
、
は
ぐ
く
ま

れ
て
幼
少
時
代
を
生
き
、

教
育
を
受
け
た
状
況
が
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
も

ち
ろ
ん
現
在
と
大
き
く
異

な
る
と
は
い
え
興
味
深
い

も
の
を
覚
え
ざ
る
を
え
な

い
。

　
た
ま
た
ま
母
校
に
勤
務

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
本

校
の
歴
史
を
た
ど
ろ
う
と

す
る
時
、
す
で
に
恩
師
は

亡
く
、
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
資
料
も
乏
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
、

出
来
る
限
り
早
い
時
期
に

資
料
を
収
集
し
て
お
く
必

要
を
感
じ
ま
と
め
て
み
た

も
の
で
あ
る
。

　
一
冊
の
古
ぼ
け
た
綴

（
つ
づ
り
）
が
、
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
明
治
を

今
に
結
び
つ
け
て
く
れ
た
。

「
明
治
二
十
二
年
度
試
験

対
照
綴
賑
岡
尋
常
小
学

校
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
現
在
の
試
験
問

題
集
と
い
え
よ
う
。
明
治

二
十
二
年
に
は
帝
国
憲
法

が
発
布
さ
れ
、
翌
二
十
三

年
に
は
教
育
勅
語
（
ち
ょ

く
ご
）
が
公
布
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
頃
の
綴
り
で
あ

る
。

　
以
来
日
本
の
教
育
は
、

こ
の
二
つ
の
柱
を
軸
（
じ

く
）
に
国
家
的
な
統
制
と

軍
国
的
な
色
調
を
帯
び
な

が
ら
一
つ
の
方
向
を
目
指

し
て
確
実
に
進
展
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
一
冊
の
綴
り
か
ら
、

明
治
中
期
に
お
け
る
日
本

の
教
育
の
本
質
を
探
る
こ

と
は
早
計
か
も
知
れ
な
い

が
、
し
か
し
少
な
く
と
も

教
育
が
ど
ん
な
意
図
で
、

そ
し
て
ど
ん
な
内
容
と
方

法
で
行
わ
れ
て
い
た
か
、

そ
の
思
想
や
内
実
を
う
か

が
い
知
る
一
助
に
な
る
も

の
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
綴
り
を

本
校
の
「
沿
革
誌
（
え
ん

か
く
し
）
」
の
流
れ
の
中

に
位
置
づ
け
て
み
る
と
、

こ
の
地
で
行
わ
れ
て
き
た

教
育
の
筋
目
が
大
き
く
際

（
き
わ
）
立
っ
て
く
る
も

の
と
思
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
残
念
な
こ
と
に
資
料

は
ま
だ
ま
だ
不
足
す
る
。

そ
こ
で
、
眼
を
通
す
こ
と

の
で
き
た
近
在
の
資
料
を

採
用
し
て
み
た
い
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
同
じ
文
書
が
当

時
県
や
郡
庁
か
ら
こ
の
地

の
区
・
戸
長
を
通
し
て
流

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
十
分

推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
小
冊
子
が
こ
の
地
域

の
教
育
理
解
に
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
が
出
来
る
と

す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
部
　
畑
倉
の
教
育

一
【
前
期 

小
学
校
開
校

以
前
】

　
明
治
の
初
め
、
こ
の
地

域
で
ど
の
よ
う
な
教
育
が

行
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る

こ
と
の
出
来
る
資
料
は
極

（
き
わ
）
め
て
少
な
い
。

　
「
山
梨
県
下
各
郡
家
塾

及
寺
子
屋
調
査
」
と
い
う
、

県
が
教
育
沿
革
誌
編
集
の

た
め
、
各
郡
庁
に
命
じ
て

調
査
し
た
も
の
の
中
に
現

れ
る
も
の
が
初
出
と
い
え

る
。
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
北
都
留
郡
旧
私
塾
寺
小

屋　
旧
幕
府
領
谷
村
支
配
地

内
寺
小
屋

　
　
賑
岡
村
畑
倉
　
修
験

者
（
し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ
）
　

田
辺
泰
光

　
教
師
一
人
　
生
徒
　
男

百
二
十
人
　
女
十
七
人
　

明
治
二
年
調

　
学
科
　
読
書
・
習
字
　

教
科
用
書
　
寺
小
屋
本
・

四
書
・
五
経

　
束
脩
（
そ
く
し
ゅ
）
謝

儀
　
束
脩
は
金
一
朱
　
謝

儀
は
金
五
十
銭

　
沿
革
詳
ら
か
な
ら
ず

　
こ
の
調
査
資
料
に
よ
る

と
、
他
に
真
木
・
笹
子
・

初
狩
・
下
和
田
・
葛
野
・

鳥
沢
に
寺
小
屋
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ

け
、
笹
子
・
下
和
田
の
寺

小
屋
は
天
保
年
間
の
始
業

で
あ
る
。
教
師
は
た
い
て

い
一
人
で
、
そ
の
職
業
を

み
る
と
、
医
師
、
僧
侶
、

神
官
、
修
験
者
（
し
ゅ
げ

ん
じ
ゃ
）
、
浪
士
、
農
民

と
様
々
で
あ
る
。

　
教
育
内
容
は
、
読
書
・

習
字
が
主
で
、
所
に
よ
り

筆
算
を
教
え
て
い
る
。
使

用
し
た
教
科
書
は
、
い
わ

ゆ
る
寺
小
屋
本
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
。
い
ろ
は

名
頭
字
・
是
非
短
歌
・
日

用
文
章
・
実
語
教
・
国

尽
・
郷
尽
・
商
売
往
来
・

消
息
往
来
・
古
状
揃
（
そ

ろ
え
）
・
庭
訓
往
来
（
て

い
き
ん
お
う
ら
い
）
な
ど
、

実
利
的
、
即
効
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
今
も
旧
家
な

ど
で
時
折
眼
に
す
る
が
、

木
版
印
刷
の
論
語
や
大
学

も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ

ば
、
四
書
・
五
経
も
素
読

（
そ
ど
く
）
解
釈
に
使
用

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
束
脩
（
そ
く
し
ゅ

う
）
は
入
学
金
で
、
謝
儀

（
し
ゃ
ぎ
）
は
授
業
料
に

あ
た
る
。

　
ま
た
、
「
山
梨
県
教
育

百
年
史
」
に
よ
る
と
、
当

時
今
の
大
月
市
に
は
、
十

一
の
寺
小
屋
や
私
塾
が
あ

り
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ

る
下
和
田
へ
は
、
東
は
与

瀬
（
よ
せ
）
（
現
相
模

湖
）
西
は
桂
村
（
都
留

市
）
か
ら
も
学
び
に
き
て

い
た
と
い
う
。
寺
小
屋
の

数
か
ら
す
れ
ば
、
上
野
原

に
は
二
十
六
カ
所
あ
り
、

現
在
の
大
月
地
区
よ
り
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
畑
倉
地
内
の
ど
こ
に
寺

小
屋
が
あ
り
、
い
つ
頃
か

ら
始
ま
っ
た
か
不
明
で
あ

る
が
、
教
師
の
田
辺
泰
光

に
つ
い
て
は
手
が
か
り
を

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
岩
殿
山
円
通
寺
と
か
か

わ
る
修
験
者
で
あ
っ
た
。

　
岩
殿
山
に
は
大
同
元
年

（
八
〇
六
）
行
基
に
よ
る

創
建
と
い
う
古
い
寺
が

あ
っ
た
。
山
腹
の
東
北
側

に
二
つ
の
洞
窟
が
あ
る
。

七
社
権
現
の
洞
窟
と
神
官

の
洞
窟
で
あ
る
。
そ
こ
は

修
験
の
廟
堂
（
び
ょ
う
ど

う
）
で
本
尊
が
祀
ら
れ
て

い
て
、
大
坊
と
常
楽
の
二

院
が
数
多
く
い
た
修
験
者

を
掌
握
管
理
し
て
い
た
。

田
辺
泰
光
の
家
系
は
代
々

畑
倉
に
住
ん
で
い
て
大
坊

院
の
配
下
で
、
神
官
の
管

理
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と

が
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
田
辺
泰
光
の

子
の
田
辺
貫
一
が
、
明
治

七
年
畑
倉
小
学
校
開
校
時

の
教
師
と
し
て
沿
革
誌
に

名
を
残
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
調
査

は
明
治
二
年
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
畑
倉
に
私
塾
寺

小
屋
が
あ
り
地
域
の
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
幕

末
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
明
治
七
年
に
公

立
の
小
学
校
が
発
足
す
る

ま
で
畑
倉
教
育
の
主
力
で
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
の
「
学
制
頒
布

（
は
ん
ぷ
）
」
を
境
に
、
私

塾
・
寺
小
屋
は
公
教
育
の
機

関
と
し
て
設
立
さ
れ
る
「
小

学
校
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、

姿
を
消
し
て
い
く
運
命
に

あ
っ
た
。
大
き
く
時
代
の
流

れ
が
変
わ
る
中
で
、
こ
の
地

の
寺
小
屋
も
各
地
の
そ
れ
と

同
様
に
十
分
使
命
を
果
た
し

た
意
義
は
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
余
談
に
わ
た
る
が
、
「
総

合
郷
土
研
究
」
及
び
「
山
梨

県
政
百
年
史
」
に
よ
る
と
、

少
し
後
に
な
る
が
明
治
二
十

年
、
「
有
格
舎
」
と
い
う
私

立
の
各
種
学
校
が
賑
岡
村
に

設
立
さ
れ
、
数
学
と
読
書
を

学
科
と
し
て
教
え
、
一
年
間

と
い
う
短
期
間
で
は
あ
っ
た

が
存
在
し
て
い
た
記
録
が
あ

る
。
設
置
の
場
所
、
規
模
、

授
業
形
態
等
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
は
庶
民
教
育
の
中
核
で

あ
っ
た
私
塾
・
寺
小
屋
の
流

れ
を
強
く
引
い
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

大
月
の
地
に
幼
稚
園
が
設
立

さ
れ
る
の
は
、
同
書
に
よ
る

と
明
治
三
十
九
年
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
畑
倉
の
地
内

に
「
学
制
」
以
前
の
教
育
を

探
す
と
き
、
こ
の
寺
小
屋
一

つ
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
記
録
と
し
て
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
古
老
の
話
な

ど
を
総
合
し
て
み
る
と
、
各

所
に
「
夜
学
」
に
類
す
る
形

で
、
不
特
定
数
を
対
象
に
し

た
不
定
期
の
学
習
形
態
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

時
代
が
変
転
し
て
い
く
中
で
、

特
に
向
学
心
に
燃
え
た
青
年

の
意
欲
を
満
た
す
方
途
が
、

精
神
的
に
も
身
体
的
に
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
剣
道
の
練
習
会
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
地
区
も
あ
っ
た

と
い
う
。
読
・
書
・
算
は
、

最
小
必
要
限
度
の
身
に
つ
け

る
べ
き
知
識
・
技
能
で
あ
っ

た
。
農
閑
期
を
利
用
し
た

「
夜
学
」
は
、
組
織
的
、
系

統
的
で
は
な
く
て
も
か
な
り

各
所
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

二
【
学
制
頒
布
（
が
く
せ
い

は
ん
ぷ
）
前
後
】

　
明
治
の
新
政
府
は
、
殖
産

興
業
の
大
計
が
教
育
に
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
公
教
育
機

構
の
一
大
整
備
に
取
り
か
か

る
こ
と
に
な
る
。
県
の
行
政

政
策
は
当
然
中
央
か
ら
の
指

示
・
指
達
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
た
。
教
育
事
業
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
方
法
に
は
二
通
り

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
つ

は
、
指
示
や
布
達
の
写
し
を

そ
の
ま
ま
郡
庁
に
流
し
て
、

管
下
の
郡
村
に
指
示
す
る
方

法
、
他
は
解
釈
を
加
え
た
り

独
自
の
発
想
か
ら
政
策
を
実

行
す
る
や
り
方
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
の
「
学
制
頒

布
」
前
後
の
様
子
を
、
県
や

郡
か
ら
の
指
令
文
書
に
よ
っ

て
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
少

し
横
道
に
そ
れ
る
が
、
こ
の

頃
の
村
政
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
く
こ
と
は
、
時
代
の
背

景
を
知
る
と
と
も
に
後
か
ら

出
て
く
る
資
料
の
理
解
に
も

役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
触
れ
て
お
こ
う
。

　
地
方
（
じ
か
た
）
文
書
に

よ
る
と
、
い
ま
ま
で
の
村
役

人
で
あ
っ
た
百
姓
代
・
組

（
く
み
）
（
与
）
頭
（
か
し

ら
）
・
名
主
が
、
戸
長
・
副

戸
長
に
代
わ
る
通
達
の
で
た

の
が
明
治
四
年
で
あ
る
。
そ

の
切
替
の
理
由
が
面
白
い
。

　
戸
籍
の
編
集
を
す
る
の
で
、

仮
に
区
分
を
た
て
て
区
内
の

役
人
で
長
・
副
を
選
び
、
差

し
出
す
こ
と
。
但
し
、
長
・

副
の
者
は
、
貫
属
（
か
ん
ぞ

く
）
以
下
平
民
に
い
た
る
ま

で
身
分
の
高
下
を
論
せ
ず
、

才
能
あ
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う

に
と
申
し
そ
え
て
い
る
。
こ

れ
は
谷
村
庁
か
ら
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
資
料
は
「
御

用
留
（
ご
よ
う
ど
め
）
」
か

ら
で
あ
る
。

＊
百
姓
代
・
・
組
頭
・
名
主

を
地
方
三
役
と
い
う
。

＊
貫
属
・
・
・
明
治
時
代
の

県
な
ど
の
職
員

＊
御
用
留
・
・
触
書
や
回
状

を
書
き
留
め
て
お
い
た
綴
り

　
名
主
・
組
頭
相
廃
止
シ
、

更
ニ
人
選
ノ
上
、
毎
村
戸

長
・
副
戸
長
ヲ
置
キ
候
条
、

別
紙
規
則
ニ
照
準
シ
、
公
平

ノ
入
札
ヲ
以
テ
選
挙
イ
タ
シ
、

来
ル
十
一
月
十
五
日
限
リ
相

極
メ
可
キ
事
。
但
シ
戸
長
・

副
戸
長
選
挙
マ
デ
ハ
名
主
・

組
頭
ニ
テ
是
マ
デ
ノ
通
リ
事

務
相
取
扱
ウ
可
キ
事
。

　
右
ノ
通
リ
モ
レ
無
ク
相
達

ス
可
キ
モ
ノ
也
。

申
十
月
　
　
県
令
実
匡
朱
印

戸
長
ハ
一
村
一
人
、
副
戸
長

ハ
村
高
ニ
応
ジ
百
石
以
下
一

人　
百
石
～
三
百
石
　
二
人

　
三
百
石
～
五
百
石
　
三
人

　
五
百
石
～
八
百
石
　
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
こ
れ
で
見
る
と
、
黒
野

田
・
吉
ヶ
久
保
・
白
野
・
中

初
狩
・
下
初
狩
・
真
木
・
花

咲
・
大
月
・
駒
橋
・
殿
上
・

強
瀬
・
浅
利
の
十
二
か
村
が

組
合
と
な
っ
て
一
つ
の
区
を

つ
く
り
、
戸
長
一
名
、
副
戸

長
二
名
を
選
出
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
区
分
も

「
甲
斐
資
料
集
成
」
（
明
治

五
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
異
同

が
み
ら
れ
る
。
都
留
郡
は
、

第
一
区
か
ら
第
十
二
区
ま
で

あ
っ
て
、
第
九
区
は
強
瀬
・

浅
利
・
畑
倉
・
林
・
下
和

田
・
岩
殿
・
奥
山
・
淺
川
・

駒
宮
・
瀬
戸
・
奈
良
子
・
葛

野
の
十
二
か
村
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
郡
が
区
に

分
割
さ
れ
、
戸
長
・
副
戸
長

制
度
が
生
ま
れ
た
が
、
機
能

や
役
割
は
従
来
の
名
主
・
組

頭
と
さ
し
て
変
わ
る
と
こ
ろ

は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
明

治
六
年
に
な
る
と
伍
長
制
度

が
導
入
さ
れ
て
く
る
が
、
こ

れ
は
戸
長
・
副
戸
長
の
下
に

あ
っ
て
、
い
わ
ば
百
姓
代
に

相
当
す
る
役
目
を
持
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
は
っ
き

り
し
な
い
。

　
な
お
、
明
治
五
年
に
は
、

今
ま
で
あ
っ
た
郡
中
惣
代
が

廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
事
務
を

副
戸
長
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
る
。

　
次
に
、
谷
村
庁
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
新
政
府
が
樹
立

さ
れ
て
間
も
な
い
明
治
二
年
、

甲
斐
府
が
甲
府
県
と
改
め
ら

れ
、
甲
府
・
石
和
・
市
川
に

置
か
れ
た
三
部
代
官
制
を
三

部
知
県
事
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
県
庁
が
郡
政
局
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
間
も
な
く
こ
の
三

部
郡
政
局
も
廃
止
さ
れ
、
本

庁
に
合
併
し
た
が
、
こ
の
時

谷
村
出
張
所
を
残
し
て
「
支

庁
ト
シ
属
官
数
員
ヲ
置
キ
都

留
一
郡
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
理

シ
、
決
ヲ
本
庁
ニ
取
ラ
シ

ム
」
（
山
梨
県
史
）
こ
と
に

な
っ
た
。

　
従
前
の
谷
村
陣
屋
が
そ
の

ま
ま
支
庁
と
し
て
使
用
さ
れ
、

郡
内
の
政
治
行
政
に
あ
た
っ

た
。
そ
し
て
明
治
六
年
五
月

十
八
日
、
「
御
一
新
以
来
谷

村
支
庁
ヲ
都
留
一
郡
ノ
事
務

取
扱
来
リ
候
処
、
方
今
諸
事

革
正
ノ
際
不
都
合
少
ナ
カ
ラ

ズ
候
ニ
付
キ
、
コ
ノ
度
閉

庁
」
と
い
う
達
書
が
、
山
梨

県
権
令
藤
村
紫
朗
か
ら
発
せ

ら
れ
、
本
庁
で
あ
る
県
庁
に

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
旧
幕
藩
体
制
下
の
統
治
系

列
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

谷
村
支
庁
は
石
和
支
庁
の
出

先
機
関
で
あ
っ
た
。
明
治
三

年
石
和
支
庁
が
本
庁
に
吸
収

さ
れ
た
後
、
六
年
五
月
ま
で

都
留
一
郡
百
九
か
村
を
統
治

し
て
い
た
。

　
　

　
　
十
一
月
号
へ
つ
づ
く
…
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